
中期取組
目標

振り返り

・学校と家庭・地域の連携は密に行われている。
・挨拶や基本的な生活習慣が身に付いている生徒が多く、ほとんどの生徒は学習や行事、部活動等に意
欲的をもって、一生懸命に取り組んでいる。
・基礎的・基本的な知識の習得はできているが、思考力・判断力・表現力を必要とする場面で苦手意識を
もっている生徒が多い。新学習指導要領の要となる資質・能力をどのように身に付けさせていくかが、最も
重要な課題である。

中期取組
目標

振り返り

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価

・教育目標を目指して教職員があらゆる教育活動において努力している様子が、生徒や保護者・地域に伝
わって、学校と家庭が連携して、挨拶や基本的な生活習慣が身に付いており、意欲をもって学習や行事に
取り組む生徒を育んでいる。
・基礎的・基本的な知識の習得はできている生徒が多いが、思考力・判断力・表現力を必要とする場面で
苦手意識をもっている生徒が多いことが、今後の課題と言える。
・分かりやすい授業や相談しやすい先生というのは、先生によってとも言える。

学校関係者
評価

学校関係者
評価

ブロック内
評価後の
気付き

・「9年間で育てる子ども像」を設定したことにより、ブロック内で児童生徒指導の目標に向けて、足並みをそ
ろえて子どもたちに向き合うことができるようになった。
・ブロック5校の全体会、教科部会、教務主任および専任が集まる会を利用し情報交換を行った。様々な視
点から各校の様子を相互に知ることにより、深みのある相互評価を行うことができた。
・中学校の生徒会訪問、小学生の授業見学や部活動体験などを通して、児童生徒の交流を深めて不安を
取り除き小学校から中学校への安定した進学を図ることができた。

ブロック内
評価後の
気付き

ブロック内
評価後の
気付き

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）
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人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①講師を招聘し研究授業や課題研修を計画的に
実施しキャリアステージに応じた教師力向上を目
指す。②管理職、主幹によるタイムリーなミニ研修
会の実施。③校務分掌改善と組織の効果的運営
を図り、教職員の学校運営への参画意識を高め
る。④職員室Aの活用、部活動休養日設定、閉庁
期間拡大、留守電設定など働き方改革を推進。

①講師を招聘し、教師力向上を目指した課題研修を
実施した。②管理職によるタイムリーなミニ研修会を
実施した。③校務分掌改善と組織の効果的運営を
図り、教職員の学校運営への参画意識の向上に努
めた。④職員室Ａの活用、部活動休養日設定、閉庁
期間拡大、留守電設定など、働き方改革を推進し
た。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①講師を招聘し研究授業や課題研修を計画的に
実施しキャリアステージに応じた教師力向上を目
指す。②管理職、主幹によるタイムリーなミニ研修
会の実施。③校務分掌改善と組織の効果的運営
を図り、教職員の学校運営への参画意識を高め
る。④職員室Aの活用、部活動休養日設定、閉庁
期間拡大、留守電設定など働き方改革を推進。

いじめへの
対応
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いじめへの
対応

①「いじめは絶対に許さない」意識を徹底し、未然
防止、早期発見、早期解決に組織的に取り組む。
②いじめ防止対策委員会による迅速、確実な情報
共有と対応。③研修会等を通していじめに対する
感度を上げる。④定期アンケートと面談を実施し実
態把握に努め、保護者との連携をとる。

①教職員がアンテナを高くして子ども達を見守ること
ができた。また子ども達が相談しやすい雰囲気づく
りに努めることができた。②毎月のいじめ防止対策
委員会で情報共有を細目に行うことができた。③職
員研修の時間を確保することが難しく単発な研修し
か行えなかった。④定期的にいじめアンケートを実
施し、生徒の実態把握に努めることができた。

B
いじめへの

対応

①「いじめは絶対に許さない」意識を徹底し、未然
防止、早期発見、早期解決に組織的に取り組む。
②いじめ防止対策委員会による迅速、確実な情報
共有と対応。③研修会等を通していじめに対する
感度を上げる。④定期アンケートと面談を実施し実
態把握に努め、保護者との連携をとる。

教育課程
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教育課程

育成すべき資質・能力を明確化し、「主体的・対話
的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進す
るため、①学校評価を活用したカリキュラム・マネ
ジメントの推進。②小中ブロックを活用した共通し
た資質・能力の育成。③キャリア教育等を通した理
念「社会に開かれた教育課程」の具現化。

①学校評価を活用したカリキュラム・マネジメントは
あまりできなかった。②小中ブロックでは、小学校で
は来年度から新教育課程になる。小学校で新しくな
る内容と中学校での内容を確認し、共通した資質・
能力の育成をめざそうと話し合うことができた。③新
教育課程に向けて、各教科で本校で育成しようとす
る４つの観点をどの学年、どの内容で身につけさせ
るかを話し合った。

B 教育課程

育成すべき資質・能力を明確化し、「主体的・対話
的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進す
るため、①学校評価を活用したカリキュラム・マネ
ジメントの推進。②小中ブロックを活用した共通し
た資質・能力の育成。③キャリア教育等を通した理
念「社会に開かれた教育課程」の具現化。

キャリア教
育
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キャリア教
育

①地域の教育力をいかし、1年職業講演会、２年職
場体験学習、３年主権者教育を実施し、社会人とし
ての基礎や生きる力の育成を図る。②校内フロ
アーや図書館に進路情報コーナーを設け、生徒が
必要な情報をいつでも得ることができる。③キャリ
ア教育についての情報発信を進める。

①地域の教育力をいかし、社会人としての基礎や生
きる力の育成を図ることができた。また、３年は自ら
の進路を考え、選択することができた。②校内フロ
アーや図書館に進路情報コーナーを設け、生徒が
必要な情報を得られるように努めた。③キャリア教
育の情報発信を進めた。

A
キャリア教

育

①地域の教育力をいかし、1年職業講演会、２年職
場体験学習、３年進路学習や主権者教育を実施
し、社会人としての基礎や生きる力の育成を図る。
②校内フロアーや図書館に進路情報コーナーを設
け、生徒が必要な情報をいつでも得ることができ
る。③キャリア教育についての情報発信を進める。

地域連携
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地域連携

①学家地連携事業を中心に児童生徒も参加する
地区懇談会や地域清掃などを推進する。②下校時
や祭礼のパトロールを保護者・地域と連携して行
う。③生徒が地域防災訓練や地域行事などに参
加・貢献できるよう郷土愛や自立精神を育成する。
④定期的な「まち懇」や主任児童委員会の充実。

①地区懇談会には児童生徒の他、教職員や保護
者、地域の方々が多数参加され有意義な話し合い
を行うことができた。地域清掃は、次年度の実施方
法について再検討が必要。②③地域の行事等に参
加することができたが、さらに子ども達が積極的に
参加していくよう呼びかけていきたい。④学校に関
わっていただいてる方々から様々な意見を伺うこと
ができた。

B 地域連携

①学家地連携事業を中心に児童生徒も参加する
地区懇談会や地域清掃などを推進する。②生徒が
地域防災訓練や地域行事などに参加し、保護者や
地域の方との関わりながら郷土愛や自立精神を育
成する。③定期的な「まち懇」の実施や主任児童委
員の方々の授業参観等の充実。

特別支援教
育
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特別支援教
育

①特別支援委員会及び金１情報交換会の定期開
催と充実を図り、配慮を要する生徒に寄り添ったき
め細かい対応を進める。②カウンセラーや関係機
関と密な連携を取りながら適切な支援方法を探り、
指導の充実を図る。③定期的な講師招聘型の校
内研修会を通して支援や指導の充実を図る。

①特別支援委員会及び金１の情報交換の定期開催
と充実を図り、情報の共有と、配慮を要する生徒に
寄り添った対応を進めることができた。②カウンセ
ラーやsswの方と密な連携を取りながら、指導の充
実を図り、成果を上げることができた。③学年ごとの
校内研修会を行い生徒理解に努めることができた。

A
特別支援教

育

①特別支援委員会及び金１情報交換会の定期開
催と充実を図り、配慮を要する生徒に寄り添ったき
め細かい対応を進める。②カウンセラーや関係機
関と密な連携を取りながら適切な支援方法を探り、
指導の充実を図る。③定期的な講師招聘型の校
内研修会を通して支援や指導の充実を図る。

生徒指導
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生徒指導

①定期的な教育相談日設定といじめアンケート実
施により、生徒が発するSOSをいち早くキャッチで
きる指導体制を整え、感性と初動を大切に、組織
的に取り組む。②生命、安心安全を最優先し、迅
速な報告・連絡・相談・記録を怠らない。③研修会
を複数回実施し組織的な対応を目指す。

①教育相談日の設定やいじめアンケート実施によ
り、生徒が発するSOSをキャッチできる体制を整え、
感性と初動を大切に、組織的に取り組むことができ
た。②生命、安心安全を最優先し、週１の報告会で
各学年で情報共有し、職員会議で全体共有を行っ
た。③研修を受ける機会を設けようとした。

B 生徒指導

①定期的な教育相談日設定といじめアンケート実
施により、生徒が発するSOSをいち早くキャッチで
きる指導体制を整え、感性と初動を大切に、組織
的に取り組む。②生命、安心安全を最優先し、迅
速な報告・連絡・相談・記録を怠らない。③研修会
を複数回実施し組織的な対応を目指す。

健やかな体
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健やかな体

①授業を通して発達段階に応じた補強運動を行い
総合的な体力向上を目指す。②運動の楽しさ、身
体を動かすことの意味を理解させ、体育的行事や
部活動、地域スポーツ等に積極的・主体的に参加
できる生徒を育成する。③自己の健康管理と、仲
間の体調にも気づける生徒を育成する。

①体育実技の開始時にランニングと補強運動を継
続的に実施し、体力向上に努めた。②授業の中で
学習カードを記入することで、楽しさや運動の意味を
確認し、主体的に体育的行事や部活動に参加する
生徒育成に努めた。③保健安全委員による毎朝の
健康観察を実施し、自己や仲間の体調面、健康管
理を意識して生活を送る生徒育成を目指した。

B 健やかな体

①授業を通して発達段階に応じた補強運動を行い
総合的な体力向上を目指す。②運動の楽しさ、身
体を動かすことの意味を理解させ、体育的行事や
部活動、地域スポーツ等に積極的・主体的に参加
できる生徒を育成する。③自己の健康管理と、仲
間の体調にも気づける生徒を育成する。

豊かな心
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豊かな心

①道徳科を中心に全ての教育活動を通して豊かな
心の育成を意識的に取組む。②学校行事や部活
動を通して仲間と心から向き合うことを大切にし、
人権作文や福祉体験等を通して多様な価値観、人
権感覚を育む。③小中交流や地区懇談会、PTA祭
など地域とふれ合う活動を大切にする。

①道徳科を中心に全ての教育活動を通して豊かな
心の育成を意識的に取組んだ。②学校行事や部活
動を通して仲間と心から向き合いし、人権作文や福
祉体験等を通して多様な価値観、人権感覚を大切
にした。③小中交流や地区懇談会、PTA祭などの地
域とふれ合う活動を大切にした。

B 豊かな心

①道徳科を中心に全ての教育活動を通して豊かな
心の育成を意識的に取組む。②学校行事や部活
動を通して仲間と心から向き合うことを大切にし、
人権作文や福祉体験等を通して多様な価値観、人
権感覚を育む。③小中交流や地区懇談会、PTA祭
など地域とふれ合う活動を大切にする。

生きて はた
らく知
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生きて はた
らく知

①校内授業研や小中ブロック授業研等を通して授
業公開し、生徒が主体的に取り組む授業を目指
す。②少人数やTT授業等を通して基礎基本の定
着やきめ細かな学習支援の充実を目指す。③単元
の中で、計画的・意識的に生徒の思考力・表現力
を育成する。④学校評価による授業改善を行う。

①校内授業研と小中一貫教育推進ブロック授業研
を各１回実施し、参加者の感想意見を基に授業改
善に役立てた。②校内研修会「新教育課程に向け
ての授業力向上について」での協議を通して主体
的・対話的な学びの授業展開における試行の大切
さを学んだ。③学校・地域コーディネーターの協力を
得て放課後自習室を開設し、学習支援の充実を目
指した。

B
生きて はた

らく知

①校内授業研や小中ブロック授業研等を通して授
業公開し、生徒が主体的に取り組む授業を目指
す。②少人数やTT授業等を通して基礎基本の定
着やきめ細かな学習支援の充実を目指す。③単元
の中で、計画的・意識的に生徒の思考力・表現力
を育成する。④学校評価による授業改善を行う。
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